
高知工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 電気・電子工学
科目基礎情報
科目番号 2542 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 教科書：柳澤健 「電子情報工学概論」（共立出版）   参考書：相川孝作「新版電子工学概論」（コロナ社）
担当教員 岸本 誠一
到達目標
１．アナログ信号を使った回路を理解し、情報化社会のインフラとしてのエレクトロニクスの基礎を理解できる。
２．基本的なディジタル回路を理解できる。
３．三相交流回路や変成器など動力源にかかる電気回路を理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
アナログ信号を使った少し複雑な
回路の任意の回路部分の電圧、電
流を求めることができる。

アナログ信号を使った基本的な回
路の任意の回路部分の電圧、電流
を求めることができる。

アナログ信号を使った基本的な回
路の任意の回路部分の電圧、電流
を求めることができない。

評価項目2
基本的なディジタル回路の動作を
理解し、実用での応用について考
えることができる。

基本的なディジタル回路の動作を
理解できる。

基本的なディジタル回路の動作を
理解できていない。

評価項目3
三相交流回路や変成器など動力源
にかかる電気回路の基本を理解し
、電源側、負荷側を総合したシス
テムとして考察できる。

三相交流回路や変成器など動力源
にかかる電気回路の基本を理解で
きる。

三相交流回路や変成器など動力源
にかかる電気回路の基本を理解で
きない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
制御や計測などでは電子技術がその中核をなしており，機械工学科の学生にとって重要な専門科目といっても過言では
ありません。アナログ信号およびディジタル信号を処理する技術をはじめ，電子，情報，通信工学を，その周辺や応用
を含めて学習します。

授業の進め方・方法 毎回の授業は、基本的な事柄を説明した後、演習で理解を深める。演習においては、グループ学習を取り入れる。

注意点
試験の成績を70%，平素の学習状況（小テスト・レポート等を含む）を30%の割合で総合的に評価する。学期毎の評価
は中間と期末の各期間の評価の平均，学年の評価は前学期と後学期の評価の平均とする。なお，後学期中間の評価は前
学期中間，前学期末，後学期中間の各期間の評価の平均とする。技術者が身につけるべき専門基礎として，到達目標に
対する達成度を試験等において評価する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 電気工学と電子工学：オームの法則、キルヒホッフの
法則を使った直流回路の基礎を復習する。

オームの法則、キルヒホッフの法則を理解して、回路
の任意の電圧、電流を求めることができる。

2週 電気工学と電子工学：オームの法則、キルヒホッフの
法則を使った直流回路の基礎を復習する。

オームの法則、キルヒホッフの法則を使って、回路の
任意の箇所の電圧や電流を求めることができる。

3週 電気工学と電子工学：抵抗率、抵抗の温度係数、ジュ
ールの法則を学習する。

抵抗率、温度係数、ジュールの法則を理解して、関連
する問題を解くことができる。

4週 電気工学と電子工学：正弦波交流における自己インダ
クタンス、静電容量について学習する。

自己インダクタンスや静電容量を理解して、コイルや
コンデンサを使った回路の電圧や電流を求めることが
できる。

5週 電気工学と電子工学：正弦波交流について、複素数に
よる回路素子の表示を学習する。

複素数を使って、正弦波交流を表現することができる
。

6週 電気工学と電子工学：正弦波交流について、複素数表
示による計算方法を学習する。

複素数を使った計算で、回路の任意の箇所の電圧や電
流を求めることができる。

7週 電気工学と電子工学：ＲＬＣ回路、共振回路について
学習する。

共振曲線や共振周波数について説明することができる
。

8週 電気工学と電子工学：正弦波交流回路の電力、電力量
について学習する。

電力、電力量を理解して、これらに関連する問題を解
くことができる。

2ndQ

9週 半導体：シリコン、共有結合、エネルギー構造につい
て学習する。 半導体の特長を説明することができる。

10週 半導体：不純物、ｐ型半導体、ｎ型半導体について学
習する。 ｐ型半導体、ｎ型半導体の違いを説明できる。

11週 半導体：ｐｎ接合、エネルギー構造、ダイオードにつ
いて学習する。 ダイオードの構造と特長を説明することができる。

12週 半導体：トランジスタの構造と原理について学習する
。 トランジスタの構造を説明することができる。

13週 半導体：トランジスタ増幅回路について学習する。 トランジスタを使った増幅回路において、入力信号の
増幅原理を説明できる。

14週 ディジタル回路：２進数、８進数、16進数の演算につ
いて学習する。

２進数、８進数、16進数の相互の変換をすることがで
きる。

15週 ディジタル回路：２進数の加減乗除、負数表現と演算
について学習する。 負数表現について理解し、簡単な減算ができる。

16週

後期 3rdQ

1週 ディジタル回路：論理代数と論理式の計算について学
習する。

論理代数の公式を理解し、簡単な論理式の計算ができ
る。

2週 ディジタル回路：真理値表とそこから論理回路を作る
方法について学習する。

真理値表から論理式を作り、さらにそれを簡単化でき
る。

3週 ディジタル回路：ゲート素子の基礎について学習する
。 代表的なゲート素子の特長を説明できる。



4週 ディジタル回路：ＲＳフリップフロップ、Ｄフリップ
フロップについて学習する。

ＲＳフリップフロップ、Ｄフリップフロップにおいて
、任意の入力に対する出力波形を求めることができる
。

5週 ディジタル回路：ＪＫフリップフロップについて学習
する。

ＪＫフリップフロップにおいて、任意の入力に対する
出力波形を求めることができる。

6週 ディジタル回路：フリップフロップの応用について学
習する。

フリップフロップを使った優先回路や順序回路の動作
を説明できる。

7週 ディジタル回路：フリップフロップを使ったカウンタ
回路について学習する。 カウンタ回路の動作を説明できる。

8週 ディジタル回路：フリップフロップを使ったカウンタ
回路について学習する。

構成するフリップフロップの動作を調べ、そのカウン
タ回路の動作を説明できる。

4thQ

9週 三相交流回路：三相正弦波交流について学習する。 三相正弦波交流の特長を、単相と比べて説明できる。
10週 三相交流回路：三相正弦波交流について学習する。 三相正弦波交流の３つの相の位相関係を説明できる。

11週 三相交流回路：三相交流回路のΔ結線、ｙ結線、およ
びその変換について学習する。

Δ結線、Ｙ結線における線間電圧、相電圧、線電流、
相電流を互いに求めることができる。

12週 三相交流回路：三相交流回路のΔ結線、ｙ結線、およ
びその変換について学習する。 Δ結線からＹ結線に変換することができる。

13週 三相交流回路：種々の三相交流回路について学習する
。

Δ－Δ接続、Ｙ－Ｙ接続、Δ－Ｙ接続における各部の電
圧と電流をもとめることができる。

14週 三相交流回路：三相交流の電力について学習する。 三相交流電力の定義と求める式を説明できる。

15週 電気機器：変圧器、直流機の原理と実用について学習
する。 変圧器の変換の原理を説明できる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 0 0 0 0 30 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


